
報告事項シ

県内の国史跡における行事の開催について

国史跡妻木晩田遺跡ほか、県内の国史跡において９月以降にかけて開催される行事につ

いて、別紙のとおり報告します。

平成２４年８月２３日

鳥取県教育委員会教育長 横 濵 純 一



県内の国史跡における行事の開催について

文 化 財 課

９月以降にかけて行われる県内の国史跡における行事の開催について、下記のとおり報

告します。

記

１ むきばんだ秋
しゅう

麗
れい

祭り

妻木晩田遺跡において、「秋の実り、収穫祭」をテーマに秋の１日を古代体験で楽し

んでいただけるように、「むきばんだ遺跡 秋麗まつり」を実施します。（別添チラシを

参照）

（１）日 時

平成２４年９月２２日（木・祝）午前１０時から午後３時３０分

※雨天決行、申込み不要、参加費無料

（２）場 所

むきばんだ史跡公園（妻木山地区、多目的広場、洞ノ原地区）

（３）内 容

弥生のムラの住人による収穫祭、火おこし体験、脱穀体験、狩猟体験、

古代米おにぎり、どんぐりすいとんの提供等

２ 第９回池田家墓所燈
とう

籠
ろう

会
え

公益財団法人史跡鳥取藩主池田家墓所保存会が主催する普及啓発事業の一環として、

第９回池田家墓所燈籠会を開催します。墓所内にある約２７０基の燈籠に来場者が一斉

に灯りをともすほか、地元の伝統芸能団体による奉納を行います。（別添チラシを参照）

（１）日 時

平成２３年９月２９日（土）午後６時から午後８時まで

※雨天の場合は９月３０日（日）に順延

（２）場 所

史跡鳥取藩主池田家墓所（鳥取市国府町奥谷）

（３）伝統芸能の内容

鳥取観世流連合会による能の奉納、宇倍神社麒麟獅子舞

３ 第６回池田家墓所写真コンクール（「フォト５７５部門」を新設）

公益財団法人鳥取藩主池田家墓所保存会が、国史跡鳥取藩主池田家墓所の持つ魅力を、

広く県民の皆さんに知っていただくことを目的として「第６回池田家墓所写真コンクー

ル」を開催します。

今回から「写真部門」に加えて、新たに「フォト５７５部門」を設置し、写真と俳句・

川柳を併せた作品も募集します。（別添チラシを参照）
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４ 青谷上寺地遺跡フォーラム 2012 の開催

鳥取県埋蔵文化財センターでは、国史跡青谷上寺地遺跡のすばらしさを県内外の方々に

知っていただくため、『海を渡った鏡と鉄 ～青谷上寺地遺跡の交流をさぐる～』と題し

て、下記のとおりフォーラムを開催します。

このフォーラムでは、青谷上寺地遺跡から出土した青銅鏡や鉄器に焦点を当て、中国・

朝鮮半島も含めた東アジア史的観点で青谷上寺地遺跡を捉えながら、ダイナミックな環日

本海交流の実像に迫ります。

（１） 日 時 平成２４年９月２９日（土） 午後１時１５分～午後５時（開場午後１２時３０分）

（２） 会 場 ダイキンアレス青谷 （鳥取市青谷町井手）

（３） 日 程

１３：１５ 開会

１３：２０ 講演１「鏡からみた漢と倭の交流」

岡村
おかむら

秀
ひで

典
のり

氏（京都大学人文科学研究所教授）

講演２「弥生時代における鉄器文化と日本海沿岸域の社会」

野島
の じ ま

永
ひさし

氏（広島大学大学院文学研究科准教授）

１５：１０ 報告

「青谷上寺地遺跡出土青銅鏡について」君嶋俊行（鳥取県埋蔵文化財センター）

「青谷上寺地遺跡出土鉄器について」水村直人（鳥取県埋蔵文化財センター）

１５：５０ パネルディスカッション

○コーディネーター 工楽
く ら く

善通
よしゆき

氏（大阪府立狭山池博物館館長）

○パネリスト 岡村秀典 氏、野島 永 氏、君嶋俊行、水村直人

１７：００ 閉会

（４） 参加料 無料 ※ただし、資料代（５６０円）が必要
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